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ることは，「もののインターネット（IoT : The Internet
of Things）」と呼ばれ，研究開発が進んでいる．
'.' ソフトウェア技術









































る．制御機器は 1,000 点/秒，粒子加速器 LHC は
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大伝送距離 1 km，伝送速度 100 kbit/s などが挙げられ
ている．
無線周波数帯としては，米国の 902〜928 MHz 帯に加
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